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はじめに

評論家であ る加藤周一氏は1993年2月6日 の朝 日新聞(夕 刊)で 「(カ

ナダ、 ドイツ、スイス、英、米、日本などの大学で教 えている。)『各国の

学校制度が違 うので比較するのは難 しいけど、 日本はかな りデコボコを含

みながら、ヨーロッパのように突拍子 もな くできる学生は少なく、アメリ

カのように高い水準でそろっているということも少ない。それにして も、

日本の学生は まった く質問 しないんだよね え』」 と述べている。簡にして

鋭い指摘である。特に最後の くだ りは興味深い。

もうひとつ、ある視点か ら日中の文化問題の比較を指摘した ものがある

ので紹介 しておきたい。

本学に設置されている研究所のひ とつである当言語文化研究所の、日本

語研修過程の特別研修生であった劉淑蘭氏(中 国)は 、研修期間修了にあ

た り、1991年10月22日 に 「日中の文化的生活の比較」 と題 して発表会でそ

の研究成果 を披露 した。

そのなかで、「中国では近年、日本語 に対する関心が高まると共 に、日

本文化、特に目に見 える部分の文化に興味 を持っている人が年々増 えてい

る。中国の私の学生たちから、『… 日本人 は物質の面においても、精神的

な面において も本当に豊かになってきたのか』などと質問を受け」ていた

ので、その点 を中心 に上記標題で講演 した。そして氏は 「私は物質的には
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日本の方が確かに豊かになっていることを認めるが、文化の面ではそうは

思わない」 と喝破 した。

かなり断定的な表現の、その結論 には、フロアか らもその根拠等を含め

て質問が出たの も無理のないことであった。

さて、以上ふたつの国際比較一その尺度が何であれ一 を挙 げたのは理由

のないことではない。小論の展開へのアプローチとして、広義の"文 化"

の国際比較の事例 として、前者 は真新 しい"話 題"で あり、後者 は多 くの

人の眼にふれ る機会の少ないもの として例示 したに過ぎない。

遡れば、暉峻淑子氏による岩波新書 『豊かさとは何か』が、日本 とドイ

ツの比較をわか りやす く描 き出したもの として多 くの読者を惹きつけたこ

とは記憶に新 しい。 この著に文化的領域に関する部分が全体の論 旨を支 え

る重要な もの として述べ られていたのはい うまでもない。かつてわた し

は、そのことについて 「…大変 よく読 まれているという。もっともなこと

だ と思 う。世界一豊かになったといわれる一方で、過労死を頂点 とする長

時間労働、住宅難、福祉行政の貧困などは、〈世界一の豊かさ〉 と現実 と

の乖離を実感させて余 りあるからである1)」と書いた。

ところで、文化 とは何か。

字義 に拘泥 している余裕はない。文化 という日本語に喩えられ る英語が

Cultureで あ り、ラテン語の耕作ないし手入れなどの意 より成語 された こ

とは周知のことである。

ひ とつのエピソー ドだけつけ加 えることを許 して もらいたい。

ナチス ・ドイツのもとで原爆につながる核物理学の研究 を命ぜ られたハ

イゼンブルグは、米国へ亡命す ることが可能であったにもかかわ らず、そ

うしなかった。その理由のひ とつ として、厂人 は誰で も特定の言語お よび

思考の空間のなかで生 まれ育つ。 よほど早 くその空間から離れないかぎ

り、その空間のなかで こそもっとも有効 に働 くことができる」 と述べてい
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る2)。その当否 はともか く、極めて示唆に富む言葉で もある。

「はじめに」が長 くなった
。小論の目的 は比較文化論の一例 として、図

書館の領域におけるそれを素描することにある。そしてその際、図書館を

社会 との関わ りとのなかでこそ論ずべきだ とする立場で述べてみたい。 し

たがって、論述ないし引用する事項が広 く社会一般 にわたることもさけら

れないことを予め断っておきたい。

1.社 会における図書館一 その文化的位置

1-1社 会 と文化

伊藤松彦氏 は、近著 『地域生活 と生涯学習3)』のなかで、厂文化 をめ ぐ

る今 日の特徴の最たるものは、社会的諸力の積極的能動的働 きかけであろ

う。…また文化の産業化が進展 している。…文化をもっぱら政治、経済、

社会などと区別で きる自律的な領域 としてとらえるのではな く、かえって

それ らとの生々しい関連 のなかでとらえかえされなければならない。 この
................

ような視点に立つ とき、はじめてよく文化の窓から社会全体の問題の所在
.............

を照射することが可能 になり、併せて文化の潜勢力をつきとめることが可

能になるのではないか4)」(傍点引用者)と 論 じている。

文化を社会的文脈のなかで、 とらえなおす ことにより、社会の問題の照

射 も可能になるという論述は極めて重要である。とくに、氏が述べている

ように 「産業の文化化 を志向する企業メセナが登場 し…マスメディアが情

報 ・通信のハイテク化 に加速されて市場化を拡大すると共 に世論形成力を

強化 している5)」今 日では意義深い。

多少、表現 は違 うが、かつて、暉峻淑子氏 は 『公共サービス と国民生

活』の中で、家庭経済学や生活経済学の立場から 「生活の社会化」につい

てふれ、「生活の社会化現象の中核をなす ものが公共サー ビス6)」としてい

るが、 この視座 は上記の伊藤論文 と重要な接点 をもっているかに見える。
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1-2社 会 と民主主義

如上のような問題意識をもって今後の日本 と世界の社会の進歩 ・発展の

モメン トを考えるとき、その鍵 をにぎるのは、〈自立 した個人〉、〈自治 の

気概〉 を基盤にした近代民主主義の成熟いかんにかかわるのではないか と

いうのが、わたしの考えである。

社会 というカテゴリーで これまで述べてきたが、社会の構成要素の重要

なものは 〈地域〉である。

東京 に先立って老人医療費無料化 に先鞭をつけた岩手県沢内村の深沢村

長は 「本丸は人間教育 と生活 を豊かにする問題の二つ7)」という言葉 を遺

し、宮本憲一氏はいろいろな組織による地域づ くりの事例 をあげ、「しか

しこれらの組織の中心 となってきっかけをつ くっているのは、常に少数の
..
自立 した個人である8)」とする(傍 点引用者)。`

社会 と民主主義 という重い課題は、社会を形成する文化領域で も同じこ

とである。

エピソー ド風 に簡略に四つの事例 を紹介 しておきたい。最近死去 した女

優オー ドリー ・ヘ ップバーンは、ナチス ・ドイツの占領下のオランダでレ

ジスタンスに協力 したし、マ リリン ・モ ンローは、1956年 劇作家 アーサ

ー ・ミラーとの結婚直前 に彼が赤狩 りの対象にされ、ハ リウッド資本に脅

かされたが屈せず、最後 まで ミラーを守 り通 した。大文豪ゲーテは大著

『ファウス』第二部末尾に 「生活 も自由も、 日々これを闘いとる者だけが、

それをほん とうに享受する権利があるのだ」 と書いた。逆 に、名指揮者 と

いわれたカラヤンは、ナチ党員 として頭角 を現わ しその位置 を築いたた

め、戦後 は指揮活動停止を命ぜ られたのみな らず、市民の厳しい批判にさ

らされ、その音楽家 としての生 きざまは、カザルスな どとよく比較 され

る。

・ ・
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1-3社 会、文化、民主主義と図書館

1988年 の全国図書館大会(日 本)の 閉会式で、広瀬運営委員長(当 時稲

城市立図書館長)は 、「民主主義の基本 にかかわる図書館の職域 を守 り育

ててい くことを互いに誓 いあいたい9)」と大会 をしめくくった。

また、ユネスコ公共図書館宣言は 厂3公 共図書館は、人類が学術 と文

化の面で達成 した成果を理解す るために、継続 した、生涯 を通じての普遍

教育が欠かせない とする民主主義の信念を現実に具体的な形で示したもの

である1°)」としている。

さらに、アメ リカ図書館協会は1980年 に 「図書館の権利宣言11)」を改訂

し、日本図書館協会は、1979年 改訂の 「図書館の自由に関する宣言」の冒

頭主文で 「図書館は、基本的人権のひ とつとして知る自由をもっ国民に、

資料 と施設を提供することを、 もっ とも重要な任務 とす る12)」としている

(傍点いずれも引用者)。

いずれにせ よ、民主主義は、不断の市民の知的学習の上 に花開 くのであ

ろうし、図書館 はそのための中核的存在であろう。従って、図書館は民主

主義 と共に相互作用的に発展 してい くであろうというが、聊か短絡的であ

るが、わたしの考えである。

2.図 書館にみる国際比較

2-1公 共図書館の国際比較

紙数 も尽 きた。結論を急こう。

図書館の国際比較 という場合、何 を価値尺度 とするか、当然議論される

が、 ここでは、①公共図書館 の②館外個人貸 出冊数(年 間、国民1人 当

り)と し、③ユネスコの統計を援用することとした。

指数でみる限 り、別図13)の通 りである。
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＼

2-2日 本における図書館の

発展の展望

国民は明らかに図書館の増設、

新設を望んでいる。それは、1988

年9月 実施の総理府世論調査をは

じめ とす るい くつかのデータによ

って裏打ちされている。

にもかかわ らず、別図のような

結果を生み出 したかは他日を期 し

論じたい。

最後に日本で特 に立ち遅れの目

立つ町村 における図書館の設置に

ついて一 言述べ、小論 を閉 じた

い。

前近代か らの遺制のもとで、自力で状況を変えようとせず、上からの力

に頼 ろうとする傾向が未だに根強 く存在する。 しかし、現在の町村は、社

会体制の諸矛盾の もとで、社会資本の投下の甚 しい立ち遅れと、都市部 と

の較差 に呻吟 している。情報化の波にあらわれ、現象的にはファース トフ

ー ド、カラオケスナック、ビデオショップなどの中心集落への進出は見 ら

れるが、それは 「表相的都市文化」 ともいうべき擬似都市化 にすぎない。

農村、漁村 は生 き延びでいくには、自らの力で、住民一人 ひとりが 自立

し、自覚 し、長いスパーンで、真の教育、文化施策が展開されるように奮

い立つ以外にない。その時始めて首長等が省 りみて自らの町村の活性化に

思いをいたすであろう。
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